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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

東
京
と
札
幌
で
行
わ
れ
た
北
方
四
島
の
自
然
保
護

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
報
告
し
、

こ
の

地
域
の
自
然
を
良
く
知
り
、
自
然
保
護
を
考
え
る
こ

と
が
、
北
海
道
の
自
然
保
護
運
動
に
と

っ
て
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

一
九
九
九
年
九
月
二
十
八
日
東
京

・
国
連
大
学
と
十

一

月
二
十
日
に
札
幌
で

「
北
方
四
島
の
自
然
保
護
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
会
場

に
入
り
切
れ
な
い
程
の
参
加
者
が
あ
り
、

一
ヶ
月
間
の
会

期
の
北
方
四
島
の
自
然
写
真
展
と
合
わ
せ
て
、
国
連
大
学

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
の
催
し
ら
し
い
企
画
だ

と
好
評
で
し
た
。
札
幌
で
は
サ
ハ
リ
ン
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ

ン
ス
ク
、
動
物
相
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

・
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

ジ
ー
コ
フ
さ
ん
の
出
席
を
え
て
盛
会
で
し
た
。

目
的
と
経
過

北
海
道
自
然
保
護
協
会
は

一
九
九

一
年
五
月
二
十
日
に

「北
方
領
土
の
自
然
環
境
総
合
調
査
実
施
と
自
然
環
境
保

全
施
策
を
求
め
る
要
望
書
」
を
政
府
及
び
道
知
事
、

ソ
連

大
使
宛
て
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
丁
度
ゴ
ル
バ

チ

ョ
フ
大
統
領
の
来
日
に
伴

っ
て
発
表
さ
れ
た

「
日

・
ソ

共
同
声
明
」
で
北
方
領
土
問
題
が
新
た
な
段
階
に
入

っ
た

時

で
し
た
。

こ
の
要
望
書
の
中

で
、
北
方
四
島
の
自
然
は

北
海
道
と
の
関
係
で
極
め
て
貴
重

で
あ
り
、
環
境
保
全

・

資
源
保
続
を
大
前
提
と
し
た
経
済
協
力
を
日

・
ソ
双
方
で

確
認
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然
環
境

の
総
合
調
査
と
保
護
地
域
の
設
定
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
所
有
権
を
始
め
各
種
私
権
が
回
復
し
て
も
、

こ
の
土
地
の
自
然
は
公
共
資
源
と
し
て
大
事
に
保
護
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

エ
リ
ッ
イ
ン
大
統
領
は
日
ロ
首
脳
会
談
で
、
日
ロ
平
和

条
約
を
積
極
的
に
す
す
め
る
事
を
表
明
し
て
、
北
方
領
土

問
題
は
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道

自
然
保
護
協
会
は

一
九
九
九
年

一
月
二
十
日
に
再
度
同
じ

要
望
書
を
、
新
し
い
情
勢
に
合
わ
せ
て
提
出
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
国
境
画
定
委
員
会
や
共
同
経
済
活
動
委
員
会
に

環
境
保
全

・
資
源
保
続
を
大
前
提
と
す
る
こ
と
を
申
し
入

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
要
望
書
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
参
議
院

で
I
U
C
N

(世
界
自
然
保
護
連
合
)
北

東
ア
ジ
ア
地
域
理
事
堂
本
暁
子
議
員
の
質
問
で
関
係
大
臣

か
ら
、
要
望
書
に
沿
う
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

を
得
て
い
ま
す
。
私
達
は
こ
の
よ
う
な
活
動
の
経
過
を
経

て
、
さ
ら
に
市
民
運
動
と
し
て
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
北

方
四
島
地
域
の
自
然
を
科
学
的
に
解
説
し
、
自
然
保
護
の

大
事
な
事
を
訴
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
こ
と
を
計
画

し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
こ
の
地

域
の
自
然
を

一
般
市
民
向
け
に
解
脱
し
、
開
発
を
考
え
る

前
に
自
然
を
ど
う
守
る
か
を
考
え
る
」
と
し
ま
し
た
。
市

民
向
け
に
自
然
を
解
説
す
る
の
は
経
験
豊
か
な
専
門
家
で

な
け
れ
ば
出
来
な
い
の
で
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
協
力
し
て

く
れ
る
各
分
野
の
研
究
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
幸
い

一
九
九
九
年
夏
に
国
後
島
と
択
捉
島
に
ビ
ザ
な

し
専
門
家
交
流
で
行
か
れ
た
研
究
者
の
方
達
が
講
師
を
引

き
受
け
て
く
れ
、
最
新
の
調
査
報
告
と
も
な
り
ま
し
た
。

内

容
国
後
島
爺
爺
岳
調
査
団
長

の
勝
井
義
雄
北
大
名
誉
教
授

は
東
京
シ
ン
ポ
で

「千
島
列
島
孤
の
成
立
と
地
史
」
と
題

し
て
千
島
列
島
の
成
り
立
ち
か
ら
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

千
島
の
自
然
を
解
説
す
る
の
に
は
、
ま
ず
千
島
が
ど
の
よ

う
な
島

で
あ
る
の
か
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
千
島
列
島
は
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環
太
平
洋

に
お
け
る
典
型
的
な
島
孤
の

一
つ
で
、
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
の
潜
り
込
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
海
溝
、
活
発
な

地
震

・
火
山
帯
な
ど
が

一
、
二
〇
〇
㎞
以
上

に
わ
た
っ
て

円
孤
状
に
連
な

っ
て
い
ま
す
。
南
西
部
で
は
知
床
半
島
、

国
後
島
、
択
捉
島
、
ウ
ル
ッ
プ
島
な
ど
、
火
山
を
も
つ
島
々

が
雁
行
配
列
し
、
そ
の
外
側
に
根
室
半
島
、
歯
舞
諸
島
、

色
丹
島
な
ど
の
非
火
山
列
島
が
連
な
り
ま
す
。
今
年
夏
、

日

・
露

で
共
同
調
査
し
た
国
後
島
爺
爺
岳
火
山
の
現
状
を

紹
介
さ
れ
、

一
九
七
三
年
に
噴
火
し
た
爺
爺
岳
の
火
山
活

動
を
科
学
的
に
調
査
す
る
の
に
は
、
自
然
の
状
態
で
保
存

さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

火
山
学
者
か
ら
見
た
自
然
保
護
で
す
が
、

こ
の
こ
と
が
北

海
道
と
も

つ
な
が
る
火
山
帯

の
活
動
を
予
測
し
、
災
害
防

止

に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
度

の
調
査
で
測
定

器
を
設
置
し
不
断
の
調
査
継
続
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
ロ
共
同

で
世
界
で
最
も
火
山
活
動
が
活
発

な
地
域
の

一
つ
で
あ
る
千
島
列
島
の
観
測
と
解
析
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
は
生
命
の
誕
生
以
来
の
歴
史
を
も

っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
自
然
に
深
く
か
か
わ
り
あ
い
の
あ

る
最
終
氷
期

(十

一
!

一
万
年
)
以
降
の
地
史
が
自
然
環
境

の
基
礎
と

し
て
大
事

で
す
。
幸
い
花
粉
分
析

に
よ

っ
て
、
北
方
地
域

の
古
生
態
を
研
究
し
て
お
ら
れ
る
五
士

風
八
枝
子
さ
ん
が
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
を
理
解
し
て

「北
方
四
島
の
地
史

的
生
態
的
意
義

i
北
海
道
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
ー
」

と
い
う
演
題

で
基
本
的
な
解
説
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
「
北
海
道
の
自
然
史
-
氷
期

の
森
林
を
旅
す

る
ー
」
(小
野
有
五
氏
と
共
著
、
北
大
図
書

刊
行
会

一
九

九

一
)
で

一
般
読
者
向
け
に
分
か
り
易
く
自
然
史
を
解
説

し
て
お
ら
れ
る
五
十
嵐
さ
ん
は
、
科
学
的
に
北
方
四
島
と

北
海
道
と
の
関
係
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
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東
京
シ
ン
ポ
で
は
高
橋
英
樹
北
大
総
合
博
物
館
教
授
か

ら

「千
島
列
島
の
植
物
相
-
研
究
史
と
国
際
共
同
調
査
」

と
云
う
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
北
方
系
植
物

の
分
類
と
生
態
を
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
九
九
五
ー

九
七
年
に
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
、
日
本
三
力
国
の
研
究
者

に
よ
る
国
際
千
島
列
島
調
査

(I
K
I
P
)
に
参
加
さ
れ
、

千
島
列
島

の
植
物
相
を
調
査
し
、
種
多
様
性
の
定
量
的
解

析

に
よ
る
植
物
種
移
動
の
解
析
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海

道
東
部
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
を
結
ぶ
千
島
列
島
は
、
植

物
移
動

の

一
ル
ー
ト
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
北
日
本
植

物
相

の
成
立
史
を
解
き
あ
か
す
上
で
、
大
変
興
味
深
い
地

域

で
す
。
千
島
列
島
主
要
な
島
の
植
物
相

の
概
略
は
明
ら

か
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
列
島
の
中
に
は
植
物
調
査
が
未

報
告
の
島
も
あ
り

(例
え
ば
、

マ
カ
ン
ル
シ
島
、

エ
カ
ル

マ
島
な
ど
の
中
部
千
島
と
、
志
発
島
以
外
の
歯
舞
諸
島
)、

列
島
に
沿

っ
て
の
島
単
位
で
の
植
物
相
の
比
較
を
す
る
に

は
未
だ
不
完
全
で
、
今
後
こ
れ
ら
の
地
域
を
精
査
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

氷
河
期
以
降
の
生
物
分
布
の
変
遷
史
の
後
に
、
現
存
植

生
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
夏
に
国
後
島
を

訪
問
し
た
植
物
学
の
佐
藤
謙
さ
ん
が

「
国
後
島

・
爺
爺
岳

の
植
生
」
と
題
し
て
、
最
新

の
調
査
報
告
を
し
ま
し
た
。

爺
爺
岳
は

一
九
七
三
年
に
噴
火
し
ま
し
た
が
、
自
然
保
護

区
で
あ
る
た
め
人
工
的
な
植
生
回
復
工
事
等
は
さ
れ
て
お

ら
ず
、
全
く
の
自
然
の
状
態

で
植
生
遷
移
が
観
察
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
九
九
九
年
踏
査
ル
ー
ト
の

爺
爺
岳
南
東
海
岸
か
ら
山
頂
ま
で
に
約

一
七
〇
種
の
維
管

束
植
物
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
舘
脇

(
一
九
五
八
)

に
よ

っ
て
調
査
さ
れ
た
宮
部
線
以
南

の
汎
針
広
混
交
林
帯

の
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。
調
査

ル
ー
ト
上
で
は
帰
化
植

物
が
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
火
山
噴
火
後
の
初
期

植
物
遷
移
を
観
察
す
る
の
に
は
、
自
然
が
保
護
さ
れ
人
為

的
影
響
が
少
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

海
鳥
類
の
専
門
家

で
あ
る
小
城
春
雄
北
大
水
産
学
部
教

授
か
ら
は

「
沿
岸
生
物
保
護
と
漁
業
の
関
係
」
と
題
し
て
、

海
鳥
保
護
の
た
あ
に
は
、
流
し
網
や
定
置
網
の
よ
う
な
漁

法
を
規
制
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
会

場

で
漁
網
を
広
げ
て
見
せ
て
、
海
中

で
は
霞
網
の
様
に
見

え
な
い
こ
と
、
ク
ジ
ラ
や
潜
水
艦
ま
で
掛
か

っ
て
し
ま
う

事
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
海
鳥
類
の
保
護
の
為
に
は
、
海
洋

性
食
物
連
鎖
上
イ
カ
ナ
ゴ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
性

魚
類
の
稚
魚
資
源
生
態
管
理
が
必
要
で
す
が
、
実
際
に
は

イ
カ
ナ
。コ
を
追

っ
て
ホ
ッ
ケ
や
海
鳥
が
集
ま
り
、
こ
れ
ら

を
餌
と
す
る
海
獣
類
が
集
ま
る
と
云
う
よ
う
に
漁
網
に
よ

る
混
獲
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
海
鳥

・
海
獣
類
の
繁
殖
期

に
は
魚
網
禁
止
と
か
餌
魚
類
の
漁
獲
制
限
な
ど
が
必
要
だ
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と
思
わ
れ
ま
す
。

和
田

一
雄
野
生
生
物
保
護
学
会
会
長
は

「鰭
脚

(き
き
ゃ

く
)
類

の
現
状
と
海
洋
生
物
圏
保
全
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

人
間
活
動
が
ア
ザ
ラ
シ
、
オ

ッ
ト
セ
イ
、
ト
ド
、

ラ
ッ
コ

な
ど
食
物
連
鎖
上
位

の
海
獣
類
の
生
息
を
脅

か
し
て
い
る

様
子
を
、
デ
ー
タ
を
基
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ド
は
サ

ハ

リ
ン
周
辺
と
千
島
列
島
で
繁
殖
し
た
も
の
が
北
海
道
に
回

遊
し
て
き
ま
す
。
日
本
海
側
は
利
尻

・
礼
文
や
積
丹
半
島
、

太
平
洋
側
は
襟
裳
岬
か
ら
噴
火
湾
に
ま
で
回
遊
し
ま
す
。

北
海
道
で
は
ト
ド
は
漁
業
被
害
防
除
と
し
て
駆
除
さ
れ
ま

す
。

一
九
六

一
-
九
二
年
の
三
十
二
年
間
に
二
二
、
四
八

一

頭
駆
除
し
た
こ
と
に
な
り
、
千
島
海
域
の
推
定
環
境
収
容

力
十
万
頭
か
ら
見
れ
ば
過
大
な
駆
除
数
で
、
北
海
道
で
の

ト
ド
駆
除
が
千
島
海
域
の
ト
ド
現
存
数
を
五
、
○
○
○
頭

前
後
ま
で
減
少
さ
せ
た
原
因
の

一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
海
獣
類
の
回
遊
ル
ー
ト
で
あ
る
ク
リ
ル

・
ア
リ
ュ
ー

ト
海
洋
生
物
圏
構
想
を

ロ
シ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
日
本
で
す

す
め
る
必
要
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

サ

ハ
リ
ン
か
ら
参
加
し
た
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル

・
ジ
ー
コ
フ

さ
ん
は
鳥

の
研
究
者

で
、
「極
東
と
北
海
道

の
渡
り
鳥
と

そ
の
保
護
」
と
い
う
題

で
ロ
シ
ア
語
で
講
演

さ
れ
根
室
市

の
不
破
理
江
さ
ん
が
通
訳
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域

の
渡
り

鳥

の
生
態
は
日
本
と

ロ
シ
ア
の
研
究
者

の
協

同
に
よ

っ
て

次
第
に
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、

北
方
四
島
は

重
要
な
渡
り
の
中
継
地
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
海
鳥
保
護
上
の
問
題
点
と
し
て
は
、

ロ
シ
ア
、
日

本
双
方
の
漁
船
に
よ
る
罹
網
死
亡
が
多
い
こ
と
で
、
千
島

沖
海
域
で
操
業
し
て
い
た
ロ
シ
ア
漁
船
六
艘

に
同
乗
し
て

研
究
者
が
集
め
た
デ
ー
タ
で
は
深
刻
な
状
況

で
し
た
。
こ

の
海
域
で
は
八
十
艘
の
日
本
漁
船
が
操
業
し

て
い
ま
す
の

で
、
日
本
側
で
も
デ
ー
タ
を
取
る
よ
う
に
希
望
し
ま
す
。

サ
ハ
リ
ン
沖

で
石
油
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
地

域
は
オ
オ
ア
シ
シ
ギ
、

コ
シ
ジ

ロ
ア
ジ
サ
シ
、
オ
オ
ワ
シ

な
ど
の
コ
ロ
ニ
ー
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
す
で
に
二
回
も

石
油
流
出
事
故
が
起
き
て
い
て
、
希
少
種
の
生
息
地
に
近

い
の
で
問
題
で
し
た
。
生
息
地
に
近
い
海
岸
で
石
油
汚
染

が
起
き
る
と
回
復
不
可
能
な
被
害
が
生
じ
ま
す
。
国
後
島

の
金
鉱
開
発
は
州
知
事
が
州
の
保
護
区
を
解
除
し
て
許
可

し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
と

つ
な
が
り
の
あ
る
ア
ラ
ス
カ
州

知
事
や
北
海
道
知
事
が
サ

ハ
リ
ン
州
知
事

に
保
護
区
を
解

除
し
な
い
よ
う
に
意
見
を
云
う
の
は
効
果
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
国
際
的
に
世
論
を
高
め
て
、
世
界
遺
産
の

よ
う
な
国
際
保
護
区
に
し
た
方
が
保
全
し
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
基
調
報
告
と
し
て
、

近
藤
憲
久
さ
ん
が

「北
方
四
島
自
然
保
護
の
現
状
と
問
題

点
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
の
解
説
を
受
け
て
現

状
と
自
然
保
護
上
の
問
題
点
を
提
起
し
ま
し
た
。
続
い
て

俵
浩
三
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
各
講
師
か
ら
の

自
然
保
護
の
提
言
と
会
場
か
ら
の
意
見

・
討
議
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

自
然
保
護
運
動
上
の
意
義

自
然
保
護
関
係
者

に
は
、
遠
い
北
方
領
域
の
自
然
保
護

よ
り
、
身
近
な
自
然
保
護
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

云
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
北
方
四
島
は
決
し
て
遠

い
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
物
地
理
的
に
は
北
海
道
東
部

と
同
じ
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
た
ち
は
自
由
に
北
海

道
と
の
間
を
往
来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域

の
自
然
を
良

く
知
り
、
自
然
保
護
を
考
え
る
こ
と
は
、
北
海
道

の
自
然

保
護
に
と

っ
て
も
重
要
な
意
義
を
も

っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
で
は
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
自
然
が
、
ま
だ
こ
の
地
域

で

は
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
い
ろ
い
ろ
な
自
然
保
護
上

の
問
題
点
が
で
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
北
海
道
と

の
関
係
が
深
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
域
の

自
然
を
守
る
こ
と
が
北
海
道
の
自
然
を
守
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年

一
月
二
十
二
日
根
室
市
で

「
北
方
四
島
の

自
然
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(北
方
四
島
自
然
問
題
協
議
会
主

催
)
が
開
か
れ
、
サ
ハ
リ
ン
州
環
境
保
護
委
員
長
オ
ニ
シ
ェ

ン
コ
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
南
ク
リ
ル
の
自
然
保
護
の
現
状

と
問
題
点
を
訴
え
、
会
場
を
埋
め
た

一
二
〇
名
の
根
室
市

民
の
共
感
を
得
ま
し
た
。
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